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世界平和地球村の建設と自然環境の保護

地
下
塩
水
に
よ
る
エ
ビ
養
殖
の
実
現
へ

レ
ダ
基
地
で
は
、
二
〇
一
〇
年
以
来
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
国

立
大
学
獣
医
学
部
と
連
携
し
て
、
淡
水
魚
パ
ク
ー
の
養
殖
、

人
工
孵
化
、
稚
魚
放
流
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
積
極
的
に
進

め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
経
過
は
こ
れ
ま
で
本
紙
や
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
も
お
知
ら
せ
し
て
き
た
よ
う
に
、
多
く
の
人
々
の
関

心
を
集
め
、
中
央
政
府
関
係
者
、
地
元
自
治
体
を
は
じ
め
、

幅
広
く
住
民
の
期
待
を
担
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
加
え
、
一
昨
年
よ
り
淡
水
エ
ビ
の
一
種
で
あ
る
オ

ニ
テ
ナ
ガ
エ
ビ
の
養
殖
研
究
に
も
着
手
し
、
そ
の
十
分
な
可

能
性
の
あ
る
こ
と
を
、
こ
れ
ま
で
に
確
認
し
て
き
ま
し
た
。

オ
ニ
テ
ナ
ガ
エ
ビ
は
、
孵
化
し
て
か
ら
稚
エ
ビ
に
成
長
す

る
ま
で
の
約
一
か
月
間
、
汽
水
域
で
生
活
し
ま
す
。
パ
ラ
グ

ア
イ
は
内
陸
国
で
す
が
、
チ
ャ
コ
地
域
の
地
下
に
は
大
量
の

塩
水
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
る
塩
害
が
農
耕
を

困
難
に
し
、
人
口
過
疎
の
一
因
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
地
下
塩
水
は
、
天
然
の
海
水
と
よ
く
似
た
ミ
ネ
ラ
ル

成
分
を
含
ん
で
い
る
こ
と
も
、
同
研
究
所
の
奥
迫
孝
顕
研
究

員
に
よ
る
分
析
で
判
明
し
ま
し
た
。
し
か
も
天
然
の
海
水
の

よ
う
な
汚
染
が
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
、
海
水
養
殖
へ
の
応

用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

河
川
や
湖
沼
は
、
水
温
の
季
節
変
動
や
昼
夜
変
動
が
大
き

く
、
淡
水
の
魚
介
類
は
温
度
変
化
に
適
応
し
て
い
る
の
に
対

し
、
水
温
が
安
定
し
て
い
る
海
洋
に
棲
む
魚
介
類
は
、
温
度

変
化
に
あ
ま
り
強
く
な
い
の
で
、
そ
の
養
殖
に
お
い
て
は
水

温
の
管
理
が
と
て
も
重
要
で
す
。
日
本
の
山
奥
の
温
泉
地
で
、

高
級
魚
フ
グ
の
養
殖
が
盛
ん
な
の
も
、
そ
の
た
め
で
す
。

五
月
末
、
レ
ダ
基
地
で
成
長
し
、
抱
卵
し
た
エ
ビ
か
ら
、

約
五
〇
％
の
孵
化
後
生
存
率
が
観
察
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
六
月
末
に
は
韓
国
鮮

文
大
の
權
爀
樞
教
授
が
、
研
究
生
二
名

を
伴
っ
て
レ
ダ
基
地
に
赴
き
、
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
さ
せ
ま
す
。

ア
ス
ン
シ
オ
ン
大
学
の
マ
グ
ノ
教
授
も
、

パ
ラ
グ
ア
イ
に
と
っ
て
画
期
的
な
エ
ビ

養
殖
に
、
共
同
研
究
の
熱
意
を
見
せ
て

い
ま
す
。
エ
ビ
の
生
態
の
様
々
な
不
思

議
も
解
明
さ
れ
て
行
く
で
し
ょ
う
。

建設の進む、エビ養殖の保温室

オニテナガエビ



パンタナール研究所に立った新看板は訪問者がよく見る。 5月、北の空に輝く太陽。レダ基地公館前にて。

屋外養殖池で成長したエビ。 中田所長の考案によるエビの養殖池。 孵化直後のエビの顕微写真。

保温槽に内張りを施す、中田所長、上山氏、ほか。 エビ育成用保温槽の外枠を製作する水落氏。

河野さんが世話をしている羊のサン。 野口君が収穫した蜂蜜。搾る前。 アメリカレアに草を差し出すシストさん。

今
、
レ
ダ
基
地
で
は



レ
ダ
の
体
験
と
感
想
＝
一
時
帰
国
者
が
報
告

六
月
十
日
（
日
）
川
崎
市
内
の
大
山
街
道
ふ
る
さ
と
館
に

お
い
て
開
か
れ
た
当
会
の
定
例
集
会
に
お
い
て
、
最
近
レ
ダ

か
ら
一
時
帰
国
し
た
ば
か
り
の
四
氏
が
、
レ
ダ
に
お
け
る
体

験
と
感
想
を
報
告
し
ま
し
た
。
以
下
は
、
そ
の
要
旨
で
す
。

●
岩
澤
春
比
古
氏
（
主
報
告
者
）
「
レ
ダ
で
は
、
環
境
に
慣

れ
る
た
め
に
、
毎
日
が
必
死
で
し
た
。
そ
の
た
め
か
、
今
も

日
本
に
い
る
と
い
う
実
感
が
湧
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
目
標

は
、
ま
ず
地
球
環
境
問
題
の
克
服
。
そ
の
た
め
の
植
樹
運
動

や
稚
魚
放
流
。

次
に
貧
困
と

食
糧
問
題
の

解
決
。
そ
の

た
め
の
養
殖

や
農
業
研
究
。

さ
ら
に
世
界

の
青
年
と
指

導
者
の
教
育
。

そ
の
た
め
の

奉
仕
隊
派
遣

や
諸
研
修
会
。

そ
し
て
す
べ

て
は
神
と
人

類
と
万
物
の

福
地
で
あ
る
、

世
界
平
和
地

球
村
の
建
設

へ
と
続
き
ま
す
。
レ
ダ
に
行
っ
て
、
中
田
所
長
が
最
も
や
り

た
い
こ
と
が
教
育
で
あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
実
際
、

教
育
施
設
の
維
持
・
修
理
に
は
多
大
な
労
力
が
投
入
さ
れ
て

い
ま
す
。
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
講
義
の
後
、
奉
仕
活
動
、

農
作
業
、
養
殖
関
連
作
業
、
釣
り
、
ほ
か
様
々
な
体
験
学
習

が
行
わ
れ
ま
す
。
青
年
た
ち
が
感
動
す
る
の
は
、
古
い
先
輩

た
ち
が
初
心
を
忘
れ
ず
、
献
身
的
に
汗
を
流
し
て
い
る
姿
で
、

こ
れ
を
直
接
見
て
、
自
ら
体
験
す
る
こ
と
で
、
指
導
者
と
し

て
の
資
質
が
育
っ
て
い
ま
す
。
提
唱
者
の
文
先
生
は
『
皆
さ

ん
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
ジ
ャ
ル
ジ
ン
と
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
レ
ダ

を
中
心
と
し
て
展
開
し
て
い
る
理
想
村
建
設
に
同
参
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
』
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
レ
ダ
に
は
、
本
当

に
見
せ
る
も
の
、
そ
し
て
死
守
す
べ
き
も
の
が
あ
る
の
で
す
。
」

●
吉
村
敏
明
氏
「
三
か
月
間
、
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
行

く
と
き
、
養
蜂
を
し
て
い
る
青
年
の
た
め
に
ス
ズ
メ
バ
チ
駆

除
用
の
防
護
服
を
持
っ

て
行
き
ま
し
た
が
、

大
変
重
い
も
の
で
す
。

日
本
の
ミ
ツ
バ
チ
用

の
防
護
服
で
は
、
レ

ダ
の
ミ
ツ
バ
チ
の
針

を
防
げ
な
い
の
で
す
。

先
回
、
中
田
所
長
に
、

い
つ
レ
ダ
に
来
れ
ば

最
も
助
け
に
な
る
か

と
尋
ね
た
ら
、
稚
魚

の
放
流
式
の
時
だ
と

の
こ
と
で
し
た
。
そ

れ
で
三
月
、
放
流
式

の
前
に
レ
ダ
基
地
に

赴
き
、
実
行
の
お
手

伝
い
を
し
て
来
ま
し

た
。
四
月
に
日
本
か

ら
到
着
し
た
青
年
と

合
わ
せ
、
レ
ダ
で
は

二
十
名
近
く
の
青
年

た
ち
を
指
導
し
て
、

式
典
の
準
備
、
特
に

清
掃
を
徹
底
的
に
行

い
ま
し
た
。
彼
ら
は

細
か
い
部
分
を
な
お

ざ
り
に
せ
ず
、
工
具
室
、
公
館
、
ほ
か
全
施
設
を
と
て
も
き

れ
い
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
壁
の
ペ
ン
キ
塗
り
、
看
板
描
き
、

菜
園
の
手
入
れ
と
収
穫
、
日
本
食
の
料
理
、
昼
食
会
で
の
テ
ー

ブ
ル
ア
テ
ン
ド
な
ど
、
す
ば
ら
し
い
活
躍
を
し
て
、
裏
方
で

式
典
を
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
レ
ダ
基
地
は
、
研
修
施
設
と

し
て
、
も
っ
と
も
っ
と
活
用
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

青
年
研
修
を
専
任
で
担
当
す
る
責
任
者
も
欲
し
く
思
い
ま
す
。
」

●
大
和
田
法
生
氏
「
私
は
、
食
料
や
生
活
必
需
品
の
調
達
と

管
理
な
ど
、
日
常
を
支
え
る
業
務
を
担
当
し
て
い
る
の
で
、

あ
り
き
た
り
の
こ
と
し
か
報
告
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
展

す
る
中
、
中
田
所
長
や
上
山
氏

の
手
足
と
な
る
べ
く
、
た
と
え

不
十
分
で
も
、
そ
の
よ
う
に
努

力
し
ま
し
た
。
養
豚
担
当
の
木

村
君
や
、
奥
迫
さ
ん
の
手
伝
い

を
し
て
い
る
梶
本
君
は
、
上
司

が
不
在
の
時
も
立
派
に
業
務
を

遂
行
し
て
い
て
、
頼
も
し
い
で

す
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
た
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
で
、
一
人
レ
ダ

に
残
っ
た
園
田
君
は
、
何
に
で
も
す
ご
い
集
中
力
で
取
り
組

み
ま
す
。
福
島
さ
ん
は
、
あ
の
工
具
室
を
、
見
違
え
る
ほ
ど

き
れ
い
に
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
青
年
に
そ
の
よ
う
な
姿
勢

が
見
ら
れ
ま
す
。
日
本
に
来
て
み
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が

よ
く
整
っ
て
、
き
れ
い
で

す
。
日
本
の
よ
き
も
の
を

し
っ
か
り
掴
み
と
っ
て
、

ま
た
レ
ダ
で
頑
張
り
ま
す
。
」

●
前
川
稔
氏
「
レ
ダ
で
の

一
年
は
、
あ
っ
と
言
う
間

に
過
ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、

日
本
で
は
感
じ
る
こ
と
の

な
か
っ
た
、
体
力
の
限
界

も
感
じ
ま
し
た
。
大
山
氏

も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
レ

ダ
で
は
本
心
の
命
ず
る
ま

ま
に
、
ぶ
っ
倒
れ
て
も
や

る
の
だ
、
死
ん
で
も
や
る

の
だ
、
と
い
う
覚
悟
で
歩

み
ま
し
た
。
初
心
に
帰
り
、

来
世
に
旅
立
つ
前
に
、
何

か
ま
と
ま
っ
た
も
の
を
成

し
遂
げ
た
い
と
い
う
思
い

で
す
。
皆
様
、
体
が
動
け

る
う
ち
に
レ
ダ
に
行
く
の

が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
」

河野さん（左）、福島さんとともに。釣ったパクーを手に、吉村氏。

備蓄品を管理する大和田氏。

レダに帰って来た前川氏と野口君。前川ハラボジと呼んでください。

前列右より、岩澤氏、權教授、中田所長。



会員種別
♠会員一口1000円／月
♠特別会員一口１万円／月
♠法人会員一口１万円／月
※いずれも口数は申込者が申告

会費は、毎月の引き落とし方式です。
会費振替用口座 ゆうちょ銀行

00290-5-113072
加入者名：シャ）南北米福地開発協会

入会申し込みと同時に手続きをお願い申し上げ
ます。それが確認でき次第、会員番号を確定し、
ご案内いたします。

♥入会申込書は、左記の事務局にお申しつけく
ださい。ホームページからも入手できます。

一般社団法人
南北米福地開発協会 事務局
〒213-0001
神奈川県川崎市高津区

溝口３－１１－１５
岩崎ビル４Ｆ

電話: 044-829-2821
FAX: 044-829-2820

ゆうちょ銀行（旧一般会員会費納入）
記号10280 番号6１349751
一般社団法人 南北米福地開発協会

E-メール: office@asd-nsa.com
ホームページ: https://asd-nsa.com

お便り募集

読者の皆様からのお便りを
募集します。本紙記事へのご
感想や提案、皆様個人やご
家庭での歩み、あるいはグルー
プや支部での活動と関連写
真、イラストなどをお待ちしてい
ます。宛て先は、事務局：
office@asd-nsa.com
へお願いします。

ルリシジミ

第
十
七
回
一
日
特
別
研
修
会
ご
案
内

パ
ン
タ
ナ
ー
ル
一
日
特
別
研
修
会
（
ワ
ン
デ
イ
セ
ミ
ナ
ー
）

を
、
左
記
の
要
領
で
開
催
し
ま
す
。
こ
の
夏
、
両
半
球
視
点

に
立
ち
、
価
値
あ
る
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を
構
想
す
る
た
め
の
資

料
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
会
場
は
、
従
来
の
二
倍
の
定
員

を
有
す
る
セ
ン
タ
ー
棟
に
変
わ
り
ま
す
。
ご
家
族
、
親
戚
、

友
人
・
知
人
の
グ
ル
ー
プ
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

日
時：

七
月
二
十
一
日
（
土
）
十
時
受
付
、
五
時
終
了
予
定

会
場：

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
、

セ
ン
タ
ー
棟
四
階
四
〇
二
室(
小
田
急
線
参
宮
橋
駅
徒
歩
七
分
、

ま
た
は
渋
谷
駅
西
口
40
番
乗
場
バ
ス
代
々
木
五
丁
目
下
車)

参
加
費：

二
〇
〇
〇
円
（
昼
食
を
含
む
）
当
日
受
付
に
て

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、

下
記
の
当
法
人
事
務
局
宛
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。(

応
募
用
紙
の
請
求
も)

共
催：

一
般
社
団
法
人

南
北
米
福
地

開
発
協
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

地
球
の
緑

を
守
る
会

プ
ロ
グ
ラ
ム

●
「
レ
バ
レ
ン
ド
・
ム
ー
ン
の
思
想
と

レ
ダ
開
発
」
講
師：

柴
沼
邦
彦=

当
法

人
理
事

●
「
レ
ダ
と
日
本
に
お
け
る
植
樹
活
動
」

講
師：

高
津
啓
洋=

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
球

の
緑
を
守
る
会
代
表
理
事

●
レ
ポ
ー
タ
ー

岩
澤
春
比
古
氏=

一

時
帰
国
中
の
レ
ダ
基
地
ス
タ
ッ
フ
、
レ

ダ
の
活
動
を
体
験
し
た
青
年
、
他
。

国立オリンピック記念青少年総合センター

世
界
村
、
富
士
登
山
の
す
す
め

富
士
山
は
、
二
〇
一
三
年
に
文
化
遺
産
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ

に
登
録
さ
れ
た
世
界
遺
産
で
す
。
夏
の
開
山
期
間
中
は
、
国

内
外
か
ら
多
数
の
登
山
者
が
富
士
山
を
目
指
し
、
山
頂
、
登

山
道
、
山
小
屋
は
、
世
界
村
の
様
相
を
帯
び
ま
す
。
二
〇
一

七
年
は
、
二
八
万
五
千
人
が
、
富
士
山
に
登
り
ま
し
た
。

富
士
山
に
関
す
る
情
報
は
す
で
に
豊
富
に
あ
っ
て
、
容
易

に
入
手
で
き
る
の
で
、
こ
こ
で
は
「
世
界
村
」
ら
し
さ
に
つ

い
て
触
れ
ま
す
。
そ
れ
が
現
れ
る
の
は
、
わ
ず
か
二
か
月
ほ

ど
の
夏
山
シ
ー
ズ
ン
。
世
界
各
地
か
ら
や
っ
て
来
た
人
々
が
、

四
本
の
ル
ー
ト
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
山
頂
を
目
指
し
ま
す
。

一
歩
一
歩
大
地
を
踏
み
し
め
、
次
第
に
頂
上
に
集
結
し
て

行
く
様
は
、
同
じ
目
標
が

あ
れ
ば
、
人
は
一
つ
に
集

う
の
だ
と
い
う
こ
と
を
実

感
さ
せ
ま
す
。

登
頂
を
果
た
し
た
人
々

の
笑
顔
。
飛
び
交
う
多
く

の
言
語
。
と
て
も
賑
や
か

な
富
士
山
頂
に
な
り
ま
す
。

で
も
、
日
の
出
の
時
が
迫

る
と
、
「
ご
来
光
」
を
見

る
た
め
に
、
皆
の
目
が
一

点
に
集
中
し
、
デ
ジ
カ
メ

や
ス
マ
ホ
を
向
け
て
、
静

ま
り
返
り
ま
す
。

地
平
線
に
日
輪
が
現
れ

る
瞬
間
、
一
斉
に
上
が
る

歓
声
と
拍
手
。
そ
し
て
ぐ

ん
ぐ
ん
昇
る
真
っ
赤
な
太

陽
に
照
ら
さ
れ
た
顔
は
、

皆
同
じ
色
！
真
っ
赤
で
す
！

急
い
で
人
と
握
手
を
し
ま
し
ょ
う
。
挨
拶
し
ま
し
ょ
う
。
だ

れ
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
も
は
や
み
ん
な
同
じ
村
人
。
富
士
山

に
い
る
と
い
う
喜
び
を
共
有
し
た
い
人
ば
か
り
。

そ
こ
に
は
経
済
格
差
も
あ
り
ま
せ
ん
。
登
山
道
も
、
山
小

屋
も
、
「
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ
バ
ス
に

乗
っ
て
、
同
じ
道
を
歩
い
て
、
同
じ
部
屋
に
寝
て
、
同
じ
も

の
を
食
べ
て
、
同
じ
体
験
と
時
間
を
共
有
す
る
。
こ
れ
が
、

富
士
山
に
お
い
て
、
特
に
顕
著
な
の
で
す
。

生
涯
に
一
度
は
登
り
た
い
富
士
山
。
ど
う
せ
登
る
の
な
ら
、

で
き
る
だ
け
素
晴
ら
し
い
体
験
を
し
ま
し
ょ
う
。
お
奨
め
は
、

平
日
の
須
走
ル
ー
ト
で
す
。
（
小
田
記
）

柴沼邦彦当法人理事

高津啓洋ＮＰＯ代表理事

富士山頂から望む、朝の影富士


